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学
校
法
人
専
修
大
学
は
、「
社

会
知
性
の
開
発
」
を
更
に
力
強

く
推
し
進
め
る
べ
く
、
教
育
研

究
力
の
強
化
、
学
生
支
援
の
充

実
、
知
の
発
信
及
び
社
会
地
域

貢
献
の
推
進
、
そ
し
て
、
東
日

本
大
震
災
に
伴
う
学
生
や
地
域

等
へ
の
支
援
に
重
き
を
置
き
、

２
０
１
２
年
度
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

専
修
大
学
は
、
法
学
部
（
一

部
）
の
全
授
業
を
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
展
開
し
ま
す
。
大
学
院

法
学
研
究
科
及
び
法
科
大
学
院

を
含
め
た
本
学
の
法
学
教
育
機

能
を
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
約

す
る
こ
と
で
、
法
学
教
育
の
更

な
る
充
実
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
０８
年
度
か
ら
学
生
の
入

学
時
の
基
礎
学
力
と
入
学
後
の

学
業
成
績
と
の
相
関
等
を
分
析

・
評
価
し
て
い
る
「
教
育
効
果

測
定
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を

取
り
ま
と
め
ま
す
。
こ
の
成
果

に
基
づ
き
、
本
学
に
お
け
る
教

育
改
革
を
一
層
推
進
さ
せ
ま

す
。
大
学
院
及
び
法
科
大
学
院

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
第

２
次
大
学
院
教
育
振
興
施
策
要

綱
」
（
文
部
科
学
大
臣
）
、
「
法

科
大
学
院
教
育
の
質
の
向
上
の

た
め
の
改
善
方
策
に
つ
い
て

（
報
告
）」
（
中
央
教
育
審
議
会

大
学
分
科
会
法
科
大
学
院
特
別

委
員
会
）
を
改
革
の
指
針
と
し

て
、
教
育
の
質
の
向
上
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
研
究
力
の

強
化
に
あ
た
っ
て
は
、
総
務
省

が
ホ
ワ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
特
区
と

決
定
し
た
「
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

周
辺
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
情
報
配

信
サ
ー
ビ
ス
」
事
業
の
ほ
か
、

私
立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形

成
支
援
事
業
に
選
定
さ
れ
た
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
社
会
知

性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
推
進
さ
せ
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

採
択
や
外
部
研
究
資
金
の
獲
得

増
加
に
向
け
、
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
ま
す
。
教
育
研
究
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
１１
年

度
に
「
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
検
討

会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
同

会
議
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に

お
け
る
喫
緊
の
課
題
の
解
決
策

を
提
言
し
、
さ
ら
に
今
後
の
神

田
及
び
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
示
す
べ
く
、
協
議

を
深
め
て
い
き
ま
す
。

石
巻
専
修
大
学
は
、
１３
年
度

に
予
定
し
て
い
る
新
学
部
の
設

置
及
び
理
工
学
部
の
改
組
に
係

る
設
置
準
備
を
進
め
ま
す
。
教

育
の
質
保
証
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
は
、
厳
格
な
成
績
評

価
の
徹
底
を
図
る
た
め
に
、
１１

年
度
に
試
験
運
用
を
行
っ
た
Ｇ

Ｐ
Ａ
制
度
を
本
格
導
入
し
ま

す
。
ま
た
、
教
育
の
み
な
ら
ず

就
職
支
援
を
は
じ
め
と
し
た
学

生
支
援
体
制
、
施
設
設
備
、
課

外
活
動
等
に
つ
い
て
、
総
合
的

な
「
学
生
満
足
度
」
を
高
め
る

施
策
を
打
ち
出
し
、
社
会
的
評

価
や
知
名
度
・
期
待
度
の
向
上

に
繫
げ
て
い
き
ま
す
。
大
学
の

特
色
の
ひ
と
つ
で
あ
る
地
域
貢

献
に
つ
い
て
は
、
産
学
連
携
事

業
と
し
て
、
研
究
開
発
、
技
術

相
談
、
経
営
相
談
等
を
推
進

し
、
地
域
活
性
化
と
産
業
振
興

に
努
め
る
ほ
か
、
積
極
的
な
「
知

の
発
信
」
を
進
め
る
た
め
に
、

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
企
画

や
石
巻
専
修
大
学
開
放
講
座
等

に
注
力
し
ま
す
。

激
震
地
に
あ
っ
た
石
巻
専
修

大
学
は
、
「
復
興
共
生
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
地
元

自
治
体
、
企
業
、
地
域
と
連
携

し
、
最
前
線
で
そ
の
復
興
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
専
修
大
学

に
お
い
て
も
石
巻
専
修
大
学
と

と
も
に
、
学
費
減
免
特
別
措
置

等
の
被
災
者
支
援
に
尽
力
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ま
で

数
多
の
難
局
を
克
服
し
て
き
た

本
学
の
底
力
に
よ
り
、
こ
の
た

び
の
震
災
の
悲
し
み
を
乗
り
越

え
、
オ
ー
ル
専
修
の
力
を
も
っ

て
、
日
本
社
会
の
復
興
に
寄
与

す
る
所
存
で
す
。

２
０
１
２
年
度
学
校
法
人
専
修
大
学
の
事
業
計
画
は
、
１１
年
１２
月
１４
日
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
・
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
き
編
成
さ
れ
た
予
算
は
、
３
月

２８
日
開
催
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

【
専
修
大
学
・
石
巻
専
修
大
学
】

１

.

被
災
者
支
援
に
係
る
学
費

減
免
特
別
措
置
の
実
施

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大

な
被
害
に
遭
わ
れ
た
１２
年
度
在

学
生
（
１１
年
度
か
ら
継
続
し
、

１２
年
度
ま
で
の
２
年
間
）
及
び

入
学
生
（
１２
・
１３
年
度
の
２
年

間
）
に
対
し
、
修
学
支
援
を
目

的
と
し
た
学
費
減
免
に
関
す
る

特
別
措
置
を
講
ず
る
。

２

.

被
災
者
支
援
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
入
学
試
験
の
実
施

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大

な
被
害
に
遭
わ
れ
た
受
験
生
に

対
し
、
４
年
間
の
授
業
料
及
び

施
設
費
相
当
額
を
免
除
す
る

「
被
災
者
支
援
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ

入
学
試
験
」
を
継
続
実
施
す

る
。
実
施
学
部
・
学
科
は
、
全

学
部
・
全
学
科
で
あ
る
。

【
専
修
大
学
】

１

.

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
発

展
強
化

「
専
修
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
社
会

貢
献
は
も
と
よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
係
る
学
生
支
援
を

全
学
的
に
推
進
し
、
学
生
の
社

会
性
及
び
自
主
性
を
涵
養
す

る
。ま
た
、災
害
救
援
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
講
座
修
了
者
有
志
に
よ
る

生
田
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織

（
Ｓ
Ｉ
Ｖ
）
を
設
立
し
、
既
に
組

織
化
さ
れ
た
Ｓ
Ｋ
Ｖ
（
専
修
大

学
神
田
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
と
と

も
に
活
動
を
活
発
化
さ
せ
る
。

２

.

学
生
相
談
室
に
よ
る
被
災

学
生
へ
の
支
援

３

.

被
災
地
へ
の
図
書
の
寄
贈

【
石
巻
専
修
大
学
】

１

.

復
興
共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進

１１
年
４
月
に
「
復
興
共
生
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、

東
北
沿
岸
域
の
核
と
な
る
大
学

と
し
て
、
地
元
自
治
体
、企
業
、

地
域
と
連
携
し
、
復
興
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
１２
年
度
に
お
い

て
も
、
地
域
復
興
の
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
被
災
地
の
最
前
線
で

諸
活
動
を
展
開
す
る
。

２

.

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル
へ
の
継
続
的
支
援

３

.

自
宅
通
学
支
援
バ
ス
の
増

便
・
強
化

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
Ｊ
Ｒ

仙
石
線
が
不
通
と
な
っ
た
た

め
、
１１
年
度
は
、
新
た
に
「
多

賀
城
便
」
（
多
賀
城
駅
、
本
塩

釜
駅
、松
島
海
岸
駅
経
由
）を
設

置
し
、
学
生
の
通
学
を
支
援
し

た
。
１２
年
度
に
お
い
て
も
Ｊ
Ｒ

仙
石
線
の
一
部
不
通
と
い
う
状

況
が
続
く
た
め
、
新
規
路
線
便

の
開
設
や
既
路
線
の
増
便
を
図

り
、学
生
の
利
便
性
を
高
め
る
。

【
専
修
大
学
】

１

.

学
部
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
法
学
部
（
法
律
学
科
・

政
治
学
科
）
全
授
業
の
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
開
講

法
学
部
の
全
授
業
を
１２
年
度

か
ら
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
展
開

す
る
。
法
学
部
一
部
の
学
生

は
、
こ
れ
ま
で
１
年
次
は
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
２
年
次
か
ら

は
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
通
学
し

て
い
た
が
、
同
学
部
全
学
年
の

学
生
が
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で

授
業
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
導
入

教
育
の
強
化
と
、
大
学
院
法
学

研
究
科
及
び
法
科
大
学
院
を
含

め
た
本
学
の
法
学
教
育
機
能
の

集
約
に
よ
る
教
育
環
境
の
一
層

の
充
実
が
期
待
で
き
る
。

（
２
）
初
年
次
教
育
の
強
化

（
３
）
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
に
お
け
る
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
科
目
の
開
講

（
４
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用

い
た
国
際
間
授
業
の
実
施

（
５
）
ｗ
ｅ
ｂ
キ
ャ
リ
ア
ノ
ー

ト
の
導
入

学
生
の
社
会
的
・
職
業
的
自

立
に
関
す
る
教
育
支
援
の
一
環

と
し
て
、
ｗ
ｅ
ｂ
キ
ャ
リ
ア
ノ

ー
ト
の
運
用
を
開
始
す
る
（
１２

年
度
は
、
１
年
次
生
が
対
象
）。

本
ノ
ー
ト
は
、
従
来
の
冊
子
版

に
設
け
ら
れ
た
学
生
生
活
の
計

画
や
振
り
返
り
の
記
録
の
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
キ

ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
の

予
約
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
体

験
談
の
閲
覧
等
の
機
能
が
付
加

さ
れ
る
。

（
６
）
教
育
効
果
測
定
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

２

.

大
学
院
に
関
す
る
こ
と

大
学
院
教
育
の
改
革
推
進

「
第
２
次
大
学
院
教
育
振
興

施
策
要
綱
」
（
１１
年
８
月
５
日

文
部
科
学
大
臣
決
定
）
に
お
い

て
具
体
的
な
施
策
と
し
て
示
さ

れ
た
①
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
く
大
学
院
教
育
の
確
立
、
②

新
た
な
社
会
の
創
造
・
成
長
を

牽
引
す
る
博
士
の
養
成
、
③
社

会
と
の
対
話
と
連
携
に
よ
る
教

育
の
充
実
と
、
学
生
が
将
来
へ

の
見
通
し
を
持
て
る
環
境
の
構

築
、
④
大
学
院
教
育
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
促
進
に
つ
い
て
、
大

学
院
委
員
会
及
び
大
学
院
改
革

検
討
委
員
会
を
中
心
に
検
討
を

進
め
、
大
学
院
教
育
の
一
層
の

充
実
を
図
る
。

３

.

法
科
大
学
院
に
関
す
る
こ

と法
科
大
学
院
教
育
の
質
向
上
に

向
け
た
改
善
の
推
進

入
学
者
の
質
と
多
様
性
を
確

保
す
る
た
め
、
入
学
試
験
の
日

程
の
変
更
や
実
施
回
数
の
増

加
、
書
類
審
査
内
容
の
変
更
、

入
試
広
報
の
媒
体
や
方
法
の
変

更
な
ど
、
入
学
試
験
に
係
る
改

革
を
推
進
す
る
。
あ
わ
せ
て
、

修
了
者
の
質
の
保
証
及
び
司
法

試
験
合
格
者
の
増
加
を
図
る
た

め
に
、
各
年
次
に
お
け
る
各
授

業
科
目
の
目
標
・
到
達
レ
ベ
ル

（
到
達
目
標
）
を
設
定
し
、
学

生
の
能
力
を
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
制
度
を
導
入
す
る
。
修
了

生
に
つ
い
て
は
、
本
学
を
修
了

し
た
司
法
試
験
合
格
者
に
よ
る

受
験
対
策
指
導
を
実
施
す
る
。

ま
た
、
１２
年
度
は
、
教
育
課

程
、
教
員
組
織
そ
の
他
教
育
研

究
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
、
独

立
行
政
法
人
大
学
評
価
・
学
位

授
与
機
構
に
よ
る
法
科
大
学
院

認
証
評
価
を
受
け
る
。

４

.

研
究
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ

ー
は
、
文
部
科
学
省
等
が
公
募

す
る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
採

択
に
努
め
る
と
と
も
に
、
以
下

の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

す
る
。

■
社
会
関
係
資
本
研
究
拠
点

「
持
続
的
発
展
に
向
け
て
の

社
会
関
係
資
本
の
多
様
な
構
築

‥
東
ア
ジ
ア
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
市
民
文

化
の
観
点
か
ら
」
（
私
立
大
学

戦
略
的
研
究
基
盤
形
成
支
援
事

業
）

■
心
理
科
学
研
究
拠
点

「
融
合
的
心
理
科
学
の
創
成

‥
心
の
連
続
性
を
探
る
」
（
私

立
大
学
戦
略
的
研
究
基
盤
形
成

支
援
事
業
）

■
情
報
通
信
研
究
拠
点

「
大
規
模
災
害
時
に
携
帯
電

話
へ
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
配
信
を

行
う
た
め
の
臨
時
災
害
放
送
の

設
計
と
、
県
内
、
市
町
村
、
放

送
局
・
情
報
通
信
連
携
に
よ
る

マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
な
災
害
情
報

基
盤
の
整
備
・
制
度
化
の
推

進
」
（
神
奈
川
県
「
大
学
発
・

政
策
提
案
制
度
」）

（
２
）
「
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周

辺
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
情
報
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
事
業
の
実
施

「
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺
エ

リ
ア
ワ
ン
セ
グ
情
報
配
信
サ
ー

ビ
ス
」
が
、
総
務
省
に
よ
り
「
ホ

ワ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
特
区
」
に
決

定
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
事
業

を
継
続
実
施
す
る
。
主
な
事
業

は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
放
送
「
か
わ
さ
き
ワ
ン
セ

グ
」
の
放
送
（
か
わ
さ
き
Ｆ
Ｍ

と
の
連
携
）
、
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
臨
時
災
害
放
送
の
設

計
等
（
神
奈
川
県
「
大
学
発
・

政
策
提
案
制
度
」
採
択
）
な
ど

で
、
事
業
期
間
は
、
１３
年
３
月

３１
日
ま
で
で
あ
る
。

（
３
）
外
部
研
究
資
金
の
獲
得

促
進

（
４
）
向
井
家
江
戸
期
和
本
の

目
録
整
備
及
び
利
用
要
項
策
定

５

.

国
際
交
流
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
新
規
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
開
設

イ
ギ
リ
ス
の
文
化
・
歴
史
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
現
地
の
学
生
と
交
流
を
重

ね
な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー

ク
等
に
取
り
組
む
留
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に

開
設
す
る
。

（
２
）
語
学
学
習
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
体
系
化
・
充
実
化

【
石
巻
専
修
大
学
】

１

.

組
織
に
関
す
る
こ
と

新
学
部
設
置
及
び
理
工
学
部
改

組
の
準
備

常
勤
役
員
会
の
も
と
に
設
置

さ
れ
た
「
新
学
部
の
開
設
及
び

理
工
学
部
改
組
に
か
か
わ
る
委

員
会
（
１１
年
２
月
１
日
付
け
）」

を
中
心
に
、
１３
年
４
月
開
設
に

向
け
て
、
新
学
部
の
設
置
及
び

理
工
学
部
の
改
組
に
係
る
申
請

作
業
等
を
進
め
る
。

２

.

教
育
改
革
に
関
す
る
こ
と

（
１
）
教
育
の
質
保
証
に
向
け

た
取
り
組
み

学
部
教
育
の
質
保
証
に
資
す

る
厳
格
な
成
績
評
価
を
徹
底
す

る
た
め
、
１１
年
度
に
試
験
運
用

し
た
Ｇ
Ｐ
Ａ
制
度
を
本
格
導
入

す
る
。
キ
ャ
ッ
プ
制
（
履
修
登

録
単
位
数
の
上
限
設
定
）
と
あ

わ
せ
て
単
位
制
度
の
実
質
化
を

図
り
、
学
士
課
程
教
育
の
質
を

保
証
す
る
。

（
２
）
初
年
次
教
育
の
強
化

３

.

研
究
に
関
す
る
こ
と

共
創
研
究
セ
ン
タ
ー
の
事
業
推

進

【
専
修
大
学
】

１

.

キ
ャ
ン
パ
ス
将
来
構
想
の

検
討専

修
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想

検
討
会
議
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整

備
の
課
題
を
短
期
・
中
期
・
長

期
に
仕
分
け
し
、
計
画
実
現
の

た
め
の
財
源
確
保
等
も
含
め
た

構
想
を
検
討
し
て
い
る
。

短
期
的
課
題
で
あ
る
国
際
交

流
会
館
（
仮
称
）
、
神
田
５
号

館
、
生
田
第
一
体
育
寮
な
ど
の

建
替
え
に
つ
い
て
は
、
具
体
案

が
固
ま
り
次
第
、
順
次
、
整
備

に
着
手
す
る
。
中
期
・
長
期
的

課
題
に
つ
い
て
は
、
精
力
的
に

検
討
を
進
め
、
将
来
の
キ
ャ
ン

パ
ス
構
想
の
策
定
を
図
る
。

２

.

法
学
部
全
授
業
の
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
開
講
に
伴
う
施
設
の

整
備
改
善

３

.

学
内
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

の
更
新

４

.

学
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
環
境
の

整
備

【
石
巻
専
修
大
学
】

専
修
大
学
ｗ
ｅ
ｂ
履
修
登
録
シ

ス
テ
ム
の
共
用
利
用
開
始

【
専
修
大
学
】

１

.

課
外
講
座
・
講
演
会
を
通

じ
た
人
間
力
の
涵
養

２

.

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
の
強

化
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
業
務
一

元
化
の
推
進
、「
実
務
家
講
座
」

の
開
講
数
倍
増
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
展
開
数
増
な
ど

に
取
り
組
み
、
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
係
る
支
援
の
充
実
を
図
る
。

１０
年
度
に
選
定
さ
れ
た
文
部
科

学
省
「
大
学
生
の
就
業
力
育
成

支
援
事
業
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

つ
い
て
は
、
参
加
学
生
の
教
育

効
果
を
、
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

教
育
効
果
尺
度
（
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
）
に
よ
り
評
価
し
、
検
証
す

る
。
あ
わ
せ
て
、
「
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
基
礎
講
座
」
の
正
課

科
目
化
を
目
指
し
、
準
備
を
進

め
る
。

３

.

試
験
対
策
講
座
の
充
実

４

.

就
職
支
援
の
強
化

５

.

カ
レ
ッ
ジ
ス
ポ
ー
ツ
の
強

化【
石
巻
専
修
大
学
】

１

.

会
計
専
門
職
養
成
の
強
化

２

.

就
職
支
援
の
強
化

就
職
模
擬
試
験
の
実
施
回
数

増
強
、
首
都
圏
就
職
支
援
バ
ス

ツ
ア
ー
の
実
施
、
合
同
企
業
説

明
会
の
拡
充
、
専
修
大
学
と
の

協
力
連
携
強
化
等
に
努
め
、
学

生
の
就
職
活
動
を
強
力
に
支
援

す
る
。
ま
た
、
就
職
活
動
関
連

図
書
資
料
の
整
備
、
相
談
体
制

の
確
立
を
図
り
、
低
学
年
次
生

に
対
す
る
職
業
意
識
の
涵
養
に

も
努
め
る
。

【
専
修
大
学
】

１

.

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全

面
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
。
新
サ

イ
ト
の
特
徴
と
し
て
、
①
イ
ン

パ
ク
ト
を
与
え
る
画
面
サ
イ
ズ

の
拡
大
、
②
Ｆ
Ａ
Ｑ
検
索
機
能

を
有
す
る
セ
ン
デ
ィ
・
ナ
ビ
の

搭
載
、
③
大
学
行
事
の
日
程
が

確
認
で
き
る
カ
レ
ン
ダ
ー
機
能

の
搭
載
、
④
緊
急
時
も
含
め
た

２４
時
間
３
６
５
日
情
報
公
開
が

可
能
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
確

保
、
⑤
高
機
能
Ｃ
Ｍ
Ｓ
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
自
動
生
成
ソ
フ
ト
）

の
導
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２

.

公
開
講
座
の
充
実

３

.

地
域
と
の
連
携
の
強
化

４

.

教
育
職
員
免
許
状
更
新
講

習
の
実
施

５

.

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
児
童

・
生
徒
の
育
成
支
援

【
石
巻
専
修
大
学
】

１

.

知
的
資
源
の
地
域
へ
の
発

信２

.

産
官
学
連
携
の
推
進

【
学
校
法
人
専
修
大
学
】

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
の

廃
止
に
向
け
た
対
応

【
学
校
法
人
専
修
大
学
】

１

.

健
全
財
政
の
確
保

２

.

教
育
研
究
振
興
協
力
資
金

の
募
集

３

.

校
友
会
及
び
育
友
会
と
の

連
携
強
化

４

.

ス
タ
ッ
フ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ

プ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｄ
）
の
推
進

【
専
修
大
学
】

１

.

学
生
募
集
力
の
強
化

２

.

リ
ス
ク
対
応
体
制
の
強
化

（
１
）
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
対
策
強
化

（
２
）
学
生
の
健
康
に
係
る
啓

蒙
活
動

（
３
）
学
生
の
海
外
派
遣
に
係

る
危
機
管
理
の
推
進

（
４
）
危
機
管
理
体
制
の
強
化

【
石
巻
専
修
大
学
】

１

.

学
生
募
集
力
の
強
化

２

.

積
極
的
か
つ
効
果
的
な
広

報
活
動
の
展
開

新
学
部
設
置
及
び
理
工
学
部

改
組
を
踏
ま
え
た
広
報
を
は
じ

め
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
風

評
抑
止
の
「
大
学
安
全
宣
言
」

や
、
震
災
に
係
り
取
り
組
ん
だ

教
育
・
研
究
成
果
を
積
極
的
に

発
信
し
、
認
知
度
の
拡
大
を
図

る
。
ま
た
、
教
育
や
就
職
支
援

を
は
じ
め
と
す
る
学
生
支
援
体

制
、
課
外
活
動
等
に
対
す
る
「
学

生
満
足
度
」
も
示
し
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
一
層
の
理
解

と
支
援
が
得
ら
れ
る
広
報
活
動

を
展
開
す
る
。

１１２２
年年
度度
事事
業業
計計
画画
・・
予予
算算

学
校
法
人

専
修
大
学

Ⅱ

教
育
・
研
究
力
の
強
化

事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り

教
育
の
質
の
向
上
図
る

被
災
学
生
・
地
域
支
援
に
重
点

知
の
発
信
及
び
社
会
地
域
貢
献
の
推
進

Ⅴ

Ⅲ

教
育
研
究
環
境
の
整
備

Ⅵ

専
修
大
学
北
海
道
短
期
大
学
に
係
る
対
応

Ⅶ

持
続
的
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み

１２
年
度
事
業
計
画

Ⅰ

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
対
応

Ⅳ

学
生
支
援
の
充
実

（４）２０１２年（平成２４年）５月１５日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第５００号


